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尼崎市立若葉小学校

保護者のみな様、地域のみな様、明けましておめでとうございます。旧年中は、温かいご支援

とご協力をいただき、ありがとうございました。職員一同、本当に感謝いたしております。今年

も、昨年に引き続き、ご支援ご協力をよろしくお願いいたします。

仕事始め式の稲村新市長のあいさつでは、厳しい財政状況の中で

干支のウサギのように飛躍できるかどうかは一人一人にかかってい

るとの話がありました。市職員だけでなく、市民一人一人の意識の

問題でもあります。また、１月１日付けで就任された德田新教育長

も尼崎の子ども達の未来のためにがんばる決意を表明されました。

私達、若葉小学校職員一同も若葉小学校の子ども達の未来のために、

子ども達の住む道意町の未来のために一生懸命がんばります。

昨年末には、新型インフルエンザによる学級閉鎖等が若干ありましたが、本格的な流行はこれ

からです。お正月をはさんだ例年にない長いお休みで、不規則な生活になってしまったご家庭も

あるのではないでしょうか。抵抗力など、子ども達への影響も心配されます。「睡眠・栄養・手

洗い・うがい」は、風邪だけでなく万病の予防の元です。学校では、手洗い・うがいや教室の換

気に気を付けて予防に努めています。「睡眠・栄養」については、おうちの方々にお願いします。

２学期末、校外ですが子ども達のがんばりを耳にしました。プロ野球１２球団が少年野球のジ

ュニアチームを結成して、トーナメント戦（残念ながら予選敗退）をしたのですが、その阪神ジ

ュニアチーム１８人に若葉小学校６年生が２人も選抜されました。この地域はスポーツ少年団の

野球、サッカー、空手などが盛んな

ことは知っていましたが、全国的な

リーグ戦にこの学校から２人も参

加するなんてすごい！後輩達のよ

い目標になったことでしょう。サッ

カーチームも市内リーグ戦で優勝

したと聞いています。子ども達の学

校の外での活躍も大いに応援した

いと思います。情報をお持ちの方は

教えてくださいね。

《 1 月の行事予定 》（再掲）

１(土) 元日 冬季休業日（1/7 まで） 20(木) 代表委員会 演劇鑑賞(6 年) 口座振替

10(月) 成人の日 21(金) ３年校外学習（昆陽池）

11(火) 始業式 大掃除 口座振替 24(月) 保健集会

12(水) 委員会活動 給食開始 身体測定 26(水) クラブ活動

14(金) 計算科開始 音読教室① 27(木) 市書道展（～1/30） 集金日

17(月) 書き初め展（～1/21） 授業参観 市なかよし作品展（～1/31）

「1.17 は忘れない」地域防災訓練 28(金) ※全学年５校時終了後下校

19(水) 音読教室② ※３～６年は６校時有 31(月) 全校朝会

【「１.１７は忘れない」地域防災訓練について 】

阪神大震災を受けて実施される訓練です。詳しい時間等のお知らせを持ち帰っていますので、

よろしくお願いします。６町会の皆さん、できるだけ多くの方々の参加をお待ちしています。

【 ちょっといい話？ 】

私たち教員の研修センターからのメンタルヘルス通信を読んでいて、子育てや学習につながる

文章を見つけましたので、紹介します。

子ども達の学習においても、モチベーションはとっても重要です。学級でも「全員○○ができ

たら宿題を減らす」なんて、担任と子ども達との間で約束する場合もありますが、何度もすると

効果はありません。交換条件はどちらかと言えば高い動機とは異なり、低年齢での動機づけや、

初期の動機づけには良いのでしょうが、何度も繰り返すと、本来の能力を伸ばしたり新たな能力

を開発したりすることはできません。「内発的動機づけ」と呼ばれているように、人間としても

っと良くなりたい、分かるようになりたい、できるようになりたい、人の役に立ちたい…、言い

換えれば、「進化」が大事です。「金持ちになりたいからプロスポーツ選手になる」は、２つ目

の報酬や罰によるモチベーション。さらに、より進化したいと願い、進化に喜びを感じること、

イチローを考えれば分かりやすいですね。ただし、より良くなっても、結果を残せても、報酬と

結びつかないことは世間にはいっぱいあります。私達教員も、子ども達の分かる顔、できて喜ぶ

顔を見るために日々自分を磨いている、子ども達の将来を担っているという自負が仕事のモチベ

ーションです。予算のない中で、めげそうになることもありますが、喜怒哀楽を仲間と分かち合

いながらがんばっております。（愚痴も混じってる？）

いったい何が人間を行動に駆り立てているのでしょうか。モチベーションについて考えてみま

しょう。

アメリカのベストセラー作家、ダニエル・ピンクによると、人間のモチベーションは３つの段

階を経て発展してきたといいます。まず、生存を目的とするもの（食欲や睡眠などがこれにあて

はまります）。そして、社会が成熟し、衣食住が満たされたことで新たなモチベーションが登場

しました。周囲からの報酬や罰に対して反応する、つまり「アメとムチ」の交換条件（こうした

らこれをあげる）による動機づけです。

しかし、人間にはもう一つのモチベーションがあります。それは、「内発的動機づけ」と呼ば

れるものです。この第３のモチベーションこそ、多様で複雑な時代において人を動かすために必

要な「基本ソフト」だとピンクは考えているようです。

パソコン同様、人間もアップグレードが必要です。「案ずるより産むが易し」。怖がらず、どん

どん進化していきましょう。

久しぶりの学校。しっかり大掃除

して、明日からまたがんばるぞ！


